
 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力向上だより 

 

第 93 号 Ｒ５.２.27（月） 

佐賀県教育庁教育振興課 

佐賀県小・中学校学習状況調査の結果についてお知らせします。 
あなたの学校の結果はいかがでしたか？ 

 

調査結果の概要 
平均正答率が、県で設定した「到達基準」に達した教科は、１８教科中９教科

でした。「到達基準」に達していない教科は、小学校４・５年生算数、中学校１年

生国語・社会・理科・英語、中学校２年生社会・数学・理科でした。（小４・５算、

中１国・社・理・英、中２社・数・理については次ページ以降で解説しています。） 

［各学年・教科の県平均正答率等］ 

〇小学校 

〇中学校 

［各学年・教科の到達状況］ 

昨年１２月に実施した令和４年度佐賀県小・中学校学習状況調査の結果概要は、以下のとおりです。 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校５年生算数の結果について 

［評価の観点別の状況］ 

 評価の観点でみると、「知識・技能」と「思考・判断・表現」で「要努力」の状況にあることが分かり

ます。また、内容・領域別にみると、「数と計算」の正答率は 48.1（「到達基準」50.0）、「図形」の正答

率は 35.8（「到達基準」52.5）で課題が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校４年生算数の結果について 

［評価の観点別の状況］ ※到達状況の「▼」は「要努力」の状況を表しています。 

 評価の観点でみると、「思考・判断・表現」で「要努力」の状況にあることが分かります。また、内容・

領域別にみると、「数と計算」の正答率は 48.5（「到達基準」51.3）、「図形」の正答率は 42.6（「到達基

準」50.0）、「測定・変化と関係」の正答率は 54.6（「到達基準」62.0）で課題が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中学校１年生国語の結果について 

［評価の観点別の状況］ 

 評価の観点でみると、「知識・技能」と「思考・判断・表現」で「要努力」の状況にあることが分かり

ます。また、内容・領域別にみると、「言葉の特徴や使い方に関する事項」の正答率は 63.5（「到達基準」

64.0）、「話すこと・聞くこと」の正答率は 59.7（「到達基準」60.0）、「書くこと」の正答率は 55.5（「到

達基準」58.0）で課題が見られました。 

 

 

 

佐賀県教育センターのホームページにお

いて、県調査の分析結果を紹介しています。       

この報告書では、各教科の成果と課題及び

指導改善のポイントがまとめられています。

是非御覧いただき、各学校における今後の学

力向上へ向けた取組に御活用ください。 

 

令和４年度 佐賀県小・中学校学習状況調査 

Web 報告書について 
 

https://www.saga-ed.jp/contents/gakujyou/    

 

 今年度の県調査の結果を見ると、資料から必

要な情報を読み取ることはできていました。し

かし、文章や資料を基に目的に応じて書いたり、

事柄や結論が成り立つ理由について筋道立てて

説明したりすることに継続して課題が見られま

す。各学校においても、今回の調査で明らかとな

った課題等を踏まえ、共通理解を図り、今後の授

業改善に向けた取組につなげていきましょう。 

以下に、小４・５算、中１国・社・理・英、中

２社・数・理の内容について紹介します。 

評価の観点 問題数 正答率 無解答率 到達基準 到達状況 到達基準との差

知識・技能 6 68.3 1.7

思考・判断・表現 9 7.9 45.6 ▼ -5.6

70.0

40.0

2.0

評価の観点 問題数 正答率 無解答率 到達基準 到達状況 到達基準との差

知識・技能 8 57.1 2.6 ▼ -2.9

思考・判断・表現 7 42.2 4.7 44.3 ▼ -2.1

60.0

評価の観点 問題数 正答率 無解答率 到達基準 到達状況 到達基準との差

知識・技能 5 63.5 3.9 ▼ -0.5

思考・判断・表現 15 55.1 3.9 ▼ -0.9

64.0

56.0

https://www.saga-ed.jp/contents/gakujyou/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中学校１年生英語の結果について 

［評価の観点別の状況］ 

 中学校２年生社会の結果について 

［評価の観点別の状況］ 

 評価の観点でみると、「知識・技能」で「要努力」の状況にあることが分かります。また、内容・領域

別にみると、「世界の諸地域」の正答率は 48.3（「到達基準」56.7）、「近世の日本」の正答率は 36.3（「到

達基準」53.0）で課題が見られました。 

 

 

 

 評価の観点でみると、「知識・技能」で「要努力」の状況にあることが分かります。また、内容・領域

別にみると、「聞くこと」の正答率は 61.3（「到達基準」62.9）、「書くこと」の正答率は 46.4（「到達基

準」51.3）で課題が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 中学校１年生理科の結果について 

［評価の観点別の状況］ 

 評価の観点でみると、「知識・技能」と「思考・判断・表現」で「要努力」の状況にあることが分かり

ます。また、内容・領域別にみると、「身の回りの物質」の正答率は 52.2（「到達基準」58.2）、「いろい

ろな生物とその共通点」の正答率は 53.1（「到達基準」57.5）で課題が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中学校１年生社会の結果について 

［評価の観点別の状況］ 

 評価の観点でみると、「知識・技能」と「思考・判断・表現」で「要努力」の状況にあることが分かり

ます。また、内容・領域別にみると、「世界と日本の地域構成」の正答率は 55.5（「到達基準」57.5）、「世

界の諸地域」の正答率は 56.5（「到達基準」56.7）、「私たちと歴史」の正答率は 44.9（「到達基準」50.0）、

「古代までの日本」の正答率は 47.0（「到達基準」52.2）の全てで課題が見られました。 

 

 

 

 

 

 

評価の観点 問題数 正答率 無解答率 到達基準 到達状況 到達基準との差

知識・技能 12 60.3 5.3 64.2 ▼ -3.9

思考・判断・表現 7 39.4 47.1 ▼ -7.76.0

評価の観点 問題数 正答率 無解答率 到達基準 到達状況 到達基準との差

知識・技能 13 54.3 4.2 58.5 ▼ -4.2

思考・判断・表現 7 10.4 51.4 5.657.0

評価の観点 問題数 正答率 無解答率 到達基準 到達状況 到達基準との差

知識・技能 16 46.9 5.8 58.1 ▼ -11.2

思考・判断・表現 4 36.8 17.7 1.835.0

評価の観点 問題数 正答率 無解答率 到達基準 到達状況 到達基準との差

知識・技能 16 56.6 3.3 59.4 ▼ -2.8

思考・判断・表現 4 30.7 14.8 ▼ -4.335.0



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中学校２年生数学の結果について 

［評価の観点別の状況］ 

 評価の観点でみると、「知識・技能」と「思考・判断・表現」で「要努力」の状況にあることが分かり

ます。また、内容・領域別にみると、「数と式」の正答率は 46.4（「到達基準」53.3）、「図形」の正答率

は 43.6（「到達基準」48.3）、「関数」の正答率は 33.7（「到達基準」45.0）、「データの活用」の正答率

は 30.4（「到達基準」50.0）の全てで課題が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中学校２年生理科の結果について 

［評価の観点別の状況］ 

 評価の観点でみると、「知識・技能」と「思考・判断・表現」で「要努力」の状況にあることが分かり

ます。また、内容・領域別にみると、「身近な物理現象」の正答率は 35.2（「到達基準」54.0）、「化学変

化と原子・分子」の正答率は 48.1（「到達基準」60.0）、「生物の体のつくりと動き」の正答率は 50.0（「到

達基準」58.3）、「大地の成り立ちと変化」の正答率は 23.5（「到達基準」50.0）の全てで課題が見られ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価の観点 問題数 正答率 無解答率 到達基準 到達状況 到達基準との差

知識・技能 12 44.1 6.6 ▼ -10.9

思考・判断・表現 8 33.6 19.8 41.3 ▼ -7.7

55.0

評価の観点 問題数 正答率 無解答率 到達基準 到達状況 到達基準との差

知識・技能 11 46.5 7.2 63.6 ▼ -17.1

思考・判断・表現 9 33.2 46.7 ▼ -13.53.0

令和４年度 第２回佐賀県学力向上対策検証・改善委員会 における主な意見 

 
県教育委員会では、学力向上に係る PDCA サイクルの確立の要として、大学関係者、有識者、保護者代

表者、市町教育委員会代表者、学校教育関係者で構成する「佐賀県学力向上対策検証・改善委員会」を設

置して、県調査や全国調査の結果分析を通した課題の抽出、指導方法等の検証・改善に向けた協議を行っ

ています。令和５年２月６日に開催した第２回委員会における主な意見を紹介します。 


